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こ
の
度
、
九
月
一
日
付
け
で
計
画
保
全
部
長

を
拝
命
し
ま
し
た
角
で
す
。

　

珍
し
い
苗
字
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
出
身
地
で
あ
る
福
岡
県
の
八
女
地
方
（
お

茶
の
産
地
で
す
）
で
は
割
と
あ
り
ふ
れ
た
苗
字

で
す
。
林
野
庁
で
は
、
北
国
の
経
験
が
多
く
、

旭
川
支
局
、
秋
田
局
、
北
海
道
局
そ
し
て
中
部

局
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
同
じ
業
務
を
複
数
回
経
験
す

る
と
い
う
こ
と
が
多
く
、
森
林
計
画
業
務
が
二

回
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
森
林
総

合
利
用
業
務
が
二
回
、
民
有
林
の
行
政
手
段
の

一
つ
で
あ
る
制
度
金
融
業
務
が
三
回
、
北
海
道

の
旭
川
で
の
勤
務
が
二
回
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
計
画
（plan

）、

実
行
（　

）、
評
価
（check

）、
改
善
（act

）

の
プ
ロ
セ
ス
を
順
に
実
施
し
、
最
後
のact

か

ら
、
次
回
のplan

に
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
業
務
活
動
を
推
進
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
で
す
が
、
私
の
場
合
は
同
じ
業
務
を
二
回

（
場
合
に
よ
っ
て
は
三
回
）
経
験
す
る
こ
と
で
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
か
つ
て
自
分
が
係
わ
っ
た
制

度
金
融
が
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
改
善
さ

れ
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
か
、
逆

に
、
当
時
は
か
な
り
苦
労
し
て
関
係
者
に
説
明

し
、
よ
う
や
く
作
っ
た
事
業
や
制
度
が
、
た
ぶ

ん
評
価
が
芳
し
く
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
消
え

去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
か
、
自
分
が
携
わ
っ

た
業
務
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
自
ら
検
証
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
部
局
で
の
勤
務
は
、
四
年
ぶ
り
で
、
二
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

当
時
、
国
有
林
は
一
部
独
立
行
政
法
人
化
の

議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
春
に

組
織
す
べ
て
が
一
般
会
計
化
さ
れ
、
当
時
か
ら

す
る
と
想
像
が
で
き
な
か
っ
た
姿
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推

進
し
、
森
林
・
林
業
再
生
、
地
域
振
興
を
は
じ

め
と
し
た
各
般
の
政
策
実
現
の
た
め
の
事
業
・

組
織
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

四
年
前
は
、
森
林
計
画
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
時
樹
立
さ
れ
た
森
林
計
画
は

ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を

受
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
一
般
会
計
化

を
受
け
て
、
当
時
は
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
よ

う
な
改
善
点
な
ど
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
、
現
場
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
計
画
保
全
の
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
角
計
画
保
全
部
長
の
略
歴

生
年
月
日	

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
十
二
日

本　
　

籍	

福
岡
県

略　
　

歴	

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
卒

	

（
Ｓ
61
・
３
）

昭
61
・
４	

	

林
野
庁
厚
生
課
に
採
用
後
、
旭
川

局
富
良
野
署
、
計
画
課
、
経
済
局

統
計
情
報
部
農
林
統
計
課
、
流
通

統
計
課
、
林
野
庁
林
政
部
企
画
課

を
経
て

平
６
・
８	

秋
田
営
林
局
眞
室
川
署
長

〃
８
・
８	

	

農
林
漁
業
金
融
公
庫
融
資
第
二
部

調
査
役

〃
11
・
４	

	

林
野
庁
業
務
課
課
長
補
佐
（
国
有

林
総
合
利
用
企
画
班
担
当
）

〃
12
・
８	

	

林
野
庁
木
材
流
通
課
課
長
補
佐

（
安
定
供
給
班
担
当
）

〃
13
・
１	

	

林
野
庁
木
材
課
課
長
補
佐
（
需
供

情
報
班
担
当
）

〃
14
・
８	

	

林
野
庁
研
究
普
及
課
課
長
補
佐

（
研
究
班
担
当
）

〃
16
・
４	

	

林
野
庁
企
画
課
課
長
補
佐
（
金
融

班
担
当
）

〃
19
・
４	

中
部
森
林
管
理
局
計
画
課
長

〃
21
・
９	

	

林
野
庁
業
務
課
国
有
林
野
総
合
利

用
推
進
室
長

〃
24
・
４	

	

北
海
道
森
林
管
理
局
上
川
中
部
森

林
管
理
署
長

〃
25
・
９	
中
部
森
林
管
理
局
計
画
保
全
部
長

前
計
画
保
全
部
長	

宿
利
　
一
弥

　

こ
の
た
び
、
九
月
一
日
付
け
で
東
北
森
林
管

理
局
管
内
の
青
森
森
林
管
理
署
に
異
動
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
三
か
月
あ
ま
り
の
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
大
変
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

立
山
連
峰
は
じ
め
日
本
ア
ル
プ
ス
か
ら
太
平

洋
側
の
低
山
帯
ま
で
、
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環

境
を
有
し
、
ま
た
多
様
な
歴
史
的
・
文
化
的
背

景
の
下
、
観
光
地
、
温
泉
地
も
多
い
中
部
局
管

内
に
は
、
他
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
木
曽
ヒ
ノ

キ
や
本
場
の
カ
ラ
マ
ツ
、
段
戸
国
有
林
の
よ
う

に
特
色
あ
る
森
林
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
こ
う
し

た
伝
統
あ
る
職
場
で
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
貴

重
な
経
験
と
し
て
あ
り
が
た
く
、
ま
た
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
皆
様
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

着
任
は
東
日
本
大
震
災
、
長
野
県
北
部
地
震

の
直
後
の
一
昨
年
の
五
月
で
し
た
が
、
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
森
林

法
の
改
正
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
改
定
な

ど
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て
林
政
の
転

換
・
再
構
築
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
中
部

局
に
お
い
て
も
、
各
署
等
で
実
施
さ
れ
て
き
た

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
現
地
検
討
会
の
ほ

か
、
列
状
間
伐
や
鳥
獣
被
害
に
関
す
る
講
演
会

な
ど
、
折
か
ら
国
際
森
林
年
で
も
あ
り
、
外
部

の
方
々
も
交
え
た
各
種
行
事
が
企
画
、
展
開
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
、
共
同
施
業
団
地

新
任
幹
部
挨
拶

新
任
幹
部
挨
拶計画保全部長

角
すみ

　秀
ひで

 敏
とし

do
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の
設
定
拡
大
を
は
じ
め
保
護
林
の
新
設
や
ニ
ホ

ン
ジ
カ
被
害
対
策
等
も
局
・
署
関
係
者
の
協
力

の
下
で
推
進
で
き
ま
し
た
。

		

今
さ
ら
な
が
ら
、
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば
良

か
っ
た
な
ど
の
反
省
の
み
な
ら
ず
、
正
直
申
し

て
や
り
残
し
た
こ
と
も
多
々
あ
り
、
自
ら
の
至

ら
な
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
（
も
と
よ
り
前
髪
は
な
い
）
気
持
ち
が

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
運
営
さ
れ
る
国
有
林
に
は
、
公

益
的
機
能
の
一
層
の
発
揮
と
森
林
・
林
業
の
再

生
、
木
材
・
木
質
資
源
の
利
用
拡
大
へ
の
貢
献

が
強
く
期
待
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
事
業

実
施
を
通
じ
て
蓄
積
し
て
き
た
知
識
や
経
験
、

技
術
力
を
組
織
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
ベ
ー
ス
と
し
て

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
地
元
の
住
民
や
国
民
の

皆
さ
ん
と
対
話
が
で
き
、
私
た
ち
を
理
解
い
た

だ
き
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
将
来
に
わ
た
り
、
中
部
森
林
管
理
局
と

管
内
署
等
が
そ
の
活
動
・
事
業
展
開
を
通
じ
て

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
の
林
業
を

リ
ー
ド
し
、
事
業
体
の
育
成
や
、
再
生
産
が
可

能
な
木
材
・
木
質
資
源
の
供
給
利
用
の
拡
大
に

貢
献
さ
れ
、
国
有
林
全
体
を
先
導
す
る
存
在
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
と
と
も
に
、
職
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
念

願
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

［
研
修
所
］
学
生
が
中
部
森
林
管
理
局
の
実
際

の
行
政
実
務
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の

学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
高
い
職
業
意
識
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
及
び
林
野
行

政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
中
部
森
林
管
理

局
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
を
七
月
二
十
九

日
か
ら
九
月
十
三
日
の
間
、
富
山
署
、
中
信

署
、
南
信
署
、
木
曽
署
、
飛
騨
署
、
愛
知
所
の

６
署
で
、
京
都
大
学
、
東
海
大
学
、
東
京
農
業

大
学
、
明
治
大
学
、
長
野
県
林
業
大
学
校
の
五

校
か
ら
、
学
生
十
六
名
を
受
け
入
れ
実
施
し
ま

し
た
。

 

［
愛
知
所
］
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
八

月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
、
東

京
農
業
大
学
森
林
総
合
科
学
科
の
男
性
二
名
と

京
都
大
学
農
学
研
究
科
の
女
性
一
名
を
受
け
入

れ
、
現
場
業
務
を
主
体
に
し
た
就
業
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

体
験
の
内
容
は
、
段
戸
国
有
林
に
お
い
て
①

治
山
事
業
請
負
工
事
の
監
督
業
務
補
助
及
び
治

山
ガ
ー
デ
ン
の
歩
道
測
量
、
②
小
学
生
を
対
象

と
し
た
森
林
教
室
（
自
然
観
察
案
内
）
で
の
講

師
体
験
、
③
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
保
育

間
伐
活
用
型
）
の
請
負
事
業
地
で
監
督
業
務
の

補
助
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
官
の
業
務
補
助
と
し
て
豊
橋
国

有
林
で
の
④
収
穫
調
査
（
標
準
地
プ
ロ
ッ
ト
の

設
定
か
ら
野
帳
入
力
ま
で
）
を
実
施
し
た
ほ

か
、
⑤
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、
三
河
材
流
通
加
工

セ
ン
タ
ー
、
サ
テ
ラ
イ
ト
名
倉
の
見
学
も
日
程

内
に
加
え
、
様
々
な
業
務
を
体
験
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
三
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
政
策
、
植

生
、
森
林
管
理
と
い
っ
た
観
点
か
ら
都
市
近
郊

林
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
職
員
の
説
明
に
も
熱
心
に
メ
モ
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
感
想
で
は
「
ア
ッ
と
い
う
間
だ
っ

た
が
、
多
様
な
業
務
を
具
体
的
に
体
験
で
き
収

穫
が
多
か
っ
た
」、「
林
業
に
対
す
る
国
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
理
解
で
き
た
」、「
進
路
と
し
て
考
え

た
い
」
と
の
話
が
あ
り
、
所
長
か
ら
の
「
こ
の

体
験
を
将
来
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉

で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
飛
騨
署
］
飛
騨
署
で
は
、
大
学
生
向
け
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
九
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で

の
五
日
間
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
明
治
大
学
、
東
京
農
業
大
学
の
三
年

生
、
二
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

五
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
植
物
群
落

保
護
林
・
巨
樹
巨
木
の
現
場
見
学
と
高
山
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
実
習
体
験
を
組
み
込
み
ま
し
た
。

　

学
生
達
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
イ
ン
タ
ー
ン 小学生への森林教室

中
部
局
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

各
署
で
実
施

中
部
局
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

各
署
で
実
施

現地視察の様子

多
様
な
業
務
を
体
験

新
鮮
！
「
国
有
林
野
事
業
」
を
体
感
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シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
お
り
、
将
来
の
自
分
探
し

を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
、
彼
ら
の
中
に
は
教

員
免
許
を
取
得
し
、
教
員
と
国
家
公
務
員
な
ど

を
視
野
に
入
れ
、
こ
の
「
国
有
林
」
を
就
業
体

験
の
場
に
選
ん
だ
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

天
候
が
台
風
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
が
雨
模
様

で
の
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が
ら

も
、
現
在
実
行
中
の
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る

森
林
整
備
の
様
子
や
山
間
奥
地
で
の
治
山
工
事

の
現
場
、
保
護
林
な
ど
の
視
察
や
境
界
巡
検
で

の
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
た
不
明
標
発
見
、
間
伐
調

査
で
は
標
準
地
の
プ
ロ
ッ
ト
設
定
か
ら
、
間
伐

木
の
選
定
・
収
量
比
数
（
Ｒ
Ｙ
）・
形
状
比

（
Ｈ
／
Ｄ
）・
樹
冠
長
率
・
相
対
間
距
比
（
Ｓ

ｒ
）
な
ど
で
森
林
の
混
み
具
合
を
判
定
し
、
適

正
な
間
伐
方
法
を
検
討
す
る
な
ど
懸
命
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
体
験
は
、
農
学
部

と
い
え
ど
も
学
生
達
に
は
新
鮮
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
乗
鞍
国
有
林
で
の
高
山
パ

ト
ロ
ー
ル
で
は
今
ま
で
の
天
候
が
嘘
の
よ
う
に

晴
れ
わ
た
り
、
森
林
官
・
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
高
山
植
物
保
護
の
た
め

の
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
達
は
、
職
業
選
択
と
い
う
重
要
な
時
期

に
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
何
か
を
模
索

し
、
参
加
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お
別
れ

の
言
葉
で
は
、「
ま
た
来
ま
す
」
と
元
気
な
返

事
が
返
っ
て
き
た
こ
と
で
、
指
導
者
と
し
て
は

少
々
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ど
れ
だ
け
、
彼
ら

の
「
自
分
探
し
」
の
ツ
ボ
に
ヒ
ッ
ト
し
た
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
役
立
て

た
な
ら
幸
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

帰
り
際
の
学
生
達
の
背
中
を
見
て
、
彼
ら
の

羅
針
盤
は
、
方
向
を
見
定
め
始
め
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

京
都
大
学
　
藤
井
創
一
朗

　

九
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
、
富

山
森
林
管
理
署
に
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と

し
て
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
山
は

北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
高
山
を
有
し
、
そ
の
た
め

山
地
災
害
や
洪
水
の
被
害
が
昔
か
ら
多
い
土
地

で
す
。

　

富
山
森
林
管
理
署
で
は
特
に
治
山
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
も
そ
う
い
っ
た
治

山
工
事
の
現
場
に
い
く
つ
か
連
れ
て
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
ま
に
も
崩
れ
そ
う
で
非
常

に
急
な
斜
面
で
の
山
腹
工
や
、
傾
斜
が
強
く
流

れ
の
速
い
沢
で
の
谷
止
工
な
ど
、
実
際
に
現
場

に
行
っ
て
み
る
と
そ
う
し
た
治
山
工
事
の
必
要

性
を
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
立
山
周
辺
の
高

山
地
域
の
保
護
林
や
、
都
市
近
郊
の
防
風
林
な

ど
に
も
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
国
有
林
の

様
々
な
機
能
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
中
は
職
員
の
方
々
が
つ
き
っ
き

り
で
指
導
、
説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
疑
問
で
も
す
ぐ
に
解
決
で
き
非
常
に
有治山現場を上部から視察

境界巡検実習

間伐調査実習

共同施業団地視察

富
山
署
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
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意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
将
来
の
進
路
を

考
え
る
上
で
も
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
忙
し
い
中
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

京
都
大
学
　
三
井
崇
史

　

こ
の
度
富
山
森
林
管
理
署
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
希
望
し
た
動
機
は
、
国
有
林
の
管
理

が
行
わ
れ
て
い
る
実
際
の
現
場
を
自
ら
の
目
で

見
る
経
験
が
必
要
と
考
え
た
た
め
で
す
。
木
材

資
源
の
持
続
的
利
用
や
里
山
の
管
理
の
在
り
か

た
に
つ
い
て
は
、
本
や
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を

き
っ
か
け
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
や
講
義
で
物
事
の
概
観
を
学

ん
で
も
実
際
の
現
場
の
現
実
を
知
ら
な
け
れ
ば

十
分
な
理
解
と
は
言
え
な
い
た
め
、
今
回
実
際

に
現
場
へ
足
を
運
べ
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

現
場
を
知
り
た
い
と
い
う
当
初
の
希
望
通

り
、
五
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
谷
止

工
や
治
山
工
事
等
の
様
々
な
現
場
に
同
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
様
子
を
視
察
・
見
学
し
ま

し
た
。
特
に
災
害
予
防
の
た
め
の
治
山
事
業
に

つ
い
て
は
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
が
無
か
っ
た
た

め
、
理
解
を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

今
後
の
学
習
や
進
路
選
択
に
向
け
て
の
良
い
動

機
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
五
日
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

治山現場を下部から視察

二
　
入
賞
作
品
の
紹
介

　
　

◆
最
優
秀
賞
は
、
斉
藤
毅
さ
ん
が
長
野
県
塩
尻
市
奈
良
井
で
撮
影
し
た
「
春
の
輝
き
」

 

［
企
画
調
整
課
］
昨
年
度
の
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
引
き
続
き
、
信
州
の
春
風
景

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
に
つ

い
て
、
カ
ラ
マ
ツ
を
木
材
資
源
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
も
評
価
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
長
野
林
政
協
議
会
（
中
部
森
林
管

理
局
と
長
野
県
林
務
部
の
間
で
設
置
し
て
い
る

協
議
会
）
に
よ
り
「
カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
を
は
じ
め
、
遠
く
は
奈
良
県
の
方

か
ら
も
応
募
が
あ
り
、
応
募
作
品
数
は
百
八
点

と
な
り
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
を
経
て
入
賞
作

品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
及
び
応
募
作
品
に
つ
い
て

は
、
長
野
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
資
す
る
た
め
、

長
野
県
内
を
は
じ
め
首
都
圏
で
の
写
真
パ
ネ
ル

の
展
示
や
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
掲
載

等
、
広
く
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

一
　
入
賞
作
品

　

最
優
秀
賞
（
長
野
林
政
協
議
会
会
長
賞
）

　
　
　
　
　

斉
藤　

毅　
「
春
の
輝
き
」

　

優
秀
賞　

井
出
利
久　
「
八
千
穂
高
原
春
景
」

　

優
秀
賞　

岩
下　

直　
「
カ
ラ
マ
ツ
並
木
」

　

優
秀
賞　

古
屋　

治　
「
萌
え
る
森
」

　

優
秀
賞　

星
野
吉
晴　
「
桜
に
カ
ラ
マ
ツ
の

	

芽
吹
き
」

　

優
秀
賞　

盛　

壮
司　
「
緑
風
の
中
の
青
春
」

カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

に
つ
い
て（
審
査
結
果
）

カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

に
つ
い
て（
審
査
結
果
）


